
別紙 1 

みんなで地域づくり事業提案制度（コラボ四街道）提案一覧（平成３０年度実施） 

 

 団体名 

（代表者氏名） 

事業名 事業概要 新規 

継続 

事業 

部門 

事業 

形態 

要望額 

（事業総額） 

担当課 

新 継 拠 地 19 コ サ 

1 よつかいどうmamamo 
（岩﨑 枝理子） 

地域に活かすママの
力！事業 

①子育て中の母親の地域コミュニティづくり 
②学びの場づくり 
③イベント・企画の考案、運営 

 ③  ○   ○ 297,000 
   （507,000） 

 
 

2 DAINICHI貯筋クラブ 
（伊藤 哲子） 

地域の健康づくりと
地域のコミュニケー
ションを深める事業 

①地域の高齢者の健康及び体力作りに関わる事業 
②地域住民のコミュニケーションと交流を深める事業 
③認知症サポーターの養成に関わる事業 

 ③  ○   ○ 429,000 
   （570,000） 

スポーツ振興課 

3 よつかいどう和棉ばたけ 
（田中 英子） 

和棉でつむぐあった
かコミュニティ事業 

和棉の良さを発信し、栽培、収穫、加工を通したコミュニ
ケーションの場を作る。 

 ②  ○   ○ 81,000 
   （114,880） 

産業振興課 

4 四街道こどもまちづくりプ
ロジェクト実行委員会 
（小野 真路） 

みんなの、みんなによ
る、みんなのための、
「まちづくりプロジ
ェクト」 

四街道市で「まちづくり」プロジェクトを行います。  
子どもが企画運営する「こどものまち」、大人が出店する
「大人カフェ」、冒険遊び場の「プレーパーク」。 全てを
一つの「まち」と捉え、多様な人々で「まちづくり」を行
い、「まち」について考え、みんなと地域が共に安心して
育つ街創りに繋げます。 

 ②  ○   ○ 430,000 
   （630,000） 

社会教育課 

5 蔵の図書館(地域づくり部
門) 
（髙山理恵） 

本がつなげる地域と
ひと事業～蔵の図書
館で育む地域コミュ
ニティ～ 

誰もが親しみのある「本」を通して、蔵を「民間図書館」
として蘇らせ、多世代交流を図るとともに、行政の垣根を
越えた交流拠点づくり、居場所づくりを行っていく。 

 ②  ○   ○ 440,000 
   （498,000） 

図書館 

6 蔵の図書館(拠点づくり部
門) 
（髙山理恵） 

民間図書館整備事業
～蔵の図書館で育む
地域コミュニティ～ 

築130年の蔵を修繕することで、安全でゆったりできる空
間を創出し、多世代交流を図るとともに、行政の垣根を越
えた交流拠点づくり、居場所づくりを行っていく。 

 ② ○    ○ 1,347,000 
  （1,684,800） 

 

7 

 

 

 

四街道・科学未来からくり倶
楽部 
（野口 英一） 

おやこｄｅプログラ
ミング事業 

子供たちに「プログラミング的思考」を育むともに、親子でプロ
グラミングを遊びながら学べる環境を提供し、学校と家庭教育の
連携を指向して活動する。 

 ②  ○   ○ 203,000 
   （273,000） 

指導課 

8 おやこカフェツリーハウス 
（佐藤 紘孝） 

ツクリテの森事業 ツリーハウスのある森を保全するとともに利活用し、アー
トとクラフトのイベントを開催する事業。 

 ②    ○   ○ 500,000 
   （810.000） 

 

9 NPO法人四街道プレーパーク
どんぐりの森 
（古川 美之） 

次世代につなぐ、どん
ぐりの森整備事業 

冒険遊び場プレーパークは四街道の自然の良さを生かし、
子ども達が豊かな体験を通し自信をもって育つ場、このま
ちで子育てする若い世代が安心して地域とつながり暮し
ていく場として活用されています。これまでの事業を継続
し、次世代につなげるために、水道や電気また設備の整備
を行います。 

○  ○    ○ 1,760,000 
  （2,200,000） 

 子育て支援課 

10 四街道あそびっこ基地 
（竹原 糧子） 

みんなでつつみこむ
あたたか居場所づく

四街道中学校・四街道西中学校区の空き家を活用した 
①子ども達の居場所づくり 

○   ○   ○ 450,000 
   （500,000） 

子育て支援課 
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 団体名 

（代表者氏名） 
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継続 

事業 

部門 

事業 

形態 
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新 継 拠 地 19 コ サ 

り事業『四街道あそび
っこ基地』 

②子育て世代の親子の居場所づくり 
③昔遊び・自由工作・手しごとを伝える場づくり 
④居場所づくりを行うための学習会・視察 等 

11 やまなし「月見の里」づくり
の会 
（神田美紀） 

やまなし「月見の里」
づくり 

協力者所有の里山（四街道市山梨地区）の整備を行い、地
域・家族が集う場を作るとともに、整備に伴う竹木その他
を利用したモノづくりの場として、将来は何らかのハンデ
キャップをもつ人たちが必要とされ、集まれる場作りを行
う。そして事業としての収益、働く人の収入を確保できる
ことを目指す。 

○   ○   ○ 360,000 
   （400,000） 

自治振興課  
産業振興課  

   

12 

 

 

 

農産地活力再発見イニシア
ティブ 
（栗山 治） 

四街道荒廃山林改善
プロジェクト Bee 
Green 

四街道市内の荒廃山林の改善のために、養蜂、緑竹などの
新しい事業の導入を行うことが出来ないか調査し、報告会
を開き多くの方に可能性を提案していく。 

○   ○   ○ 341,000 
     （532,000） 

産業振興課 

13 健康寿命を目指す四街道の
会（Quality of life）[地域
づくり部門] 
（笹原 繁蔵） 
 

高齢者・老年世代に
「優しさ・栄養・清潔」
の生活支援サービス 

日常生活を通じて健康寿命を延ばす「意識」と「動機」付
けが必要です。 
それには、高齢者・老年世代へ「優しさ・栄養・清潔」の
生活支援サービスの提供が重要です。 
具体的には「買物支援サービス」での何気ない会話と対話、
偏りのない調理アドバイス等で「心と味覚」が満たされ、
免疫力への再認識と生活の質（QOL）に目覚め、不健康年
数の縮減を目指すことで、医療費や介護費用などを減らす
ことにもつながります。 

○   ○   ○ 200,000 
（10,189,358） 

自治振興課 
福祉政策課 

高齢者支援課 
産業振興課 

14 健康寿命を目指す四街道の
会（Quality of life）[拠点
づくり部門] 
（笹原 繁蔵） 

高齢者・老年世代に
「優しさ・栄養・清潔」
の生活支援サービス 

日常生活に健康寿命を延ばす意識/動機付けが大切です。 
高齢者・老年世代に「優しさ・栄養・清潔」の生活支援サ
ービスの提供と同時に、セルフネグレストの未然予防の為
には、自分の「心安らぐ」自宅以外の居場所の存在が重要。
自分の存在が確認でき「心落ち着ける」居場所で、気軽さ
とマイカップカフェや会食を通じ、大いにコミュニケーシ
ョンをとり、免疫力の重要性と生活の質（QOL）を悟り不
健康年数の縮減を目指すことで、医療費や介護費用などを
減らすことにもつながります。 

○  ○    ○ 4,200,000 
  （5,254,264） 

自治振興課 
福祉政策課 

高齢者支援課 
産業振興課 

 

15 千代田みこしの会 
（長谷川 睦美） 

千代田秋祭り 千代田地区1丁目～5丁目を御輿で巡回する。 ○   ○   ○ 500,000 
   （919,000） 

自治振興課 

           11,538,000         
（拠:7,307,000）   
（地:4,231,000） 

 

 

【新規・継続】新･･･新規事業、継･･･継続事業（○数字は本制度への申請回数）/【事業部門】拠･･･拠点づくり部門、地･･･地域づくり部門、19･･･アンダー19部門 /【事業形態】コ･･･コラボ型、サ･･･サポート型 


